
（
二
年
）

塚
本 

宇
信

（
二
年
）

（
二
年
）

大
坂 

桃
子

渋
谷 

駿
太

　
新
聞
部
は
高
校
新
聞
年
間
紙
面
審
査
で
入
賞

し
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
宮
崎
大
会
に
八

名
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
新
聞
部

員
と
一
緒
に
宮
崎
の
商
店
街
や
研
究
施
設
な
ど
を

取
材
し
、
班
ご
と
に
手
書
き
の
交
流
新
聞
を
作
成

し
ま
し
た
。
初
対
面
の
班
員
と
最
初
は
打
ち
解

け
合
え
ず
話
し
合
い
が
う
ま
く
進
み
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
最
終
的
に
全
員
と
協
力
し
て
新
聞
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
言
葉
に
な
ま
り
が

あ
っ
た
り
生
活
環
境
の
違
い
を
話
し
た
り
、
普
段

で
は
で
き
な
い
体
験
が
で
き
て
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。

　
ま
た
「
そ
う
ぶ
ん
ニ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
総
文
祭

を
紹
介
す
る
壁
新
聞
を
作
る
た
め
、
パ
レ
ー
ド
や

写
真
な
ど
様
々
な
部
門
を
取
材
し
ま
し
た
。
取
材

活
動
、
宿
で
の
記
事
制
作
と
充
実
し
た
活
動
が
で

き
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
の
記
事
は
、
八
月
十
五
日

付
静
岡
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
岳
部
は
鹿
児
島
・
宮
崎
で
行
わ
れ
た
高
校

総
体
登
山
競
技
に
出
場
し
、
男
子
種
目
縦
走
で

三
位
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
輝
か

し
い
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と

え
に
周
り
の
人
の
協
力
や
応
援
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
朝
練
で
毎
朝
早
く
て
も
か
か

さ
ず
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
た
母
、
休
日
を
顧
み

ず
下
見
や
練
習
に
来
て
く
れ
る
顧
問
の
先
生
方
、

す
れ
違
い
ざ
ま
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
。
言

い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
い
ろ
ん
な
人
が
い
ま
す
が
、

そ
の
一
人
一
人
が
、
登
山
中
キ
ツ
い
と
き
の
支

え
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
僕
が
わ
か
っ

た
こ
と
は
、
努
力
す
れ
ば
結
果
が
出
る
と
か
、

あ
き
ら
め
な
い
こ
と
の
大
切
さ
と
か
、
そ
ん
な

大
層
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
凡
で
す
が
、

周
り
の
人
の
あ
り
が
た
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。

本
当
に
い
ろ
ん
な
人
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
お
返
し
と
し
て
全
国
三
位
と
い
う
結
果
を

持
ち
返
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
か
り
て
、
応
援
し
て
く

れ
た
人
た
ち
み
な

さ
ん
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
た
い

で
す
。

平
成
二
十
二
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

登
山
・
集
団
縦
走
の
部
　
第
三
位

　
本
校
で
は
、
一

昨
年
（
平
成
二
十

年
度
）
か
ら
、
海

外
修
学
旅
行
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

二
十
・
二
十
一
年

度
は
、
中
国
の
上

海
・
杭
州
を
中
心

と
す
る
地
域
に
出

か
け
ま
し
た
。
食

事
、
物
売
り
な
ど
と
ま
ど
う
こ
と
も
多
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
現
地
に
身
を
お
い
た
か
ら
こ
そ
得
ら

れ
た
も
の
も
ま
た
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
生
徒

の
感
想
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　「
河
坊
街
で
は
中
国
の
学
生
さ
ん
に
値
切
り
し

て
も
ら
っ
た
り
（
注
：
班
に
一
人
の
中
国
人
学
生

が
つ
き
、
交
流
を
し
ま
し
た
）、
お
す
す
め
の
商

品
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
す
ご
く
お
世

話
に
な
っ
た
。
…
ホ
テ
ル
近
く
の
お
茶
屋
で
は
、

物
価
が
安
か
っ
た
の
で
、
日
本
で
は
買
え
な
い
よ

う
な
一
級
品
も
買
う
こ
と
が
で
き
た
。」

　「
私
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
や
、
目
を
そ
む
け
て
は
い
け
な
い
、
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

気
付
き
、
自
分
が
日
本
と
い
う
豊
か
な
国
に
生
ま

れ
た
こ
と
や
家
族
に
支
え
て
も
ら
っ
て
学
習
で

き
る
環
境
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
幸
せ
だ
と
思

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

　「
鳥
鎮
は
本
当
に
一
瞬
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
よ
う
な
町
並
み
で
し
た
。
一
番
、
中
国
の
素
の

生
活
が
見
れ
た
な
と
思
う
場
所
で
し
た
。
小
さ
な

船
に
も
乗
り
、
漕
い
で
く
れ
た
お
じ
さ
ん
の
ノ
リ

が
も
の
す
ご
く
よ
く
て
、
楽
し
い
船
旅
に
な
り
ま

し
た
。」

　「
良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
、
そ
れ
ら
の
ど
ち
ら

か
を
知
っ
た
だ
け
で
全
て
を
理
解
し
た
と
勘
違
い

し
て
物
事
を
判
断
し
て
し
ま
う
の
は
、
と
て
も
怖

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。」

　
今
年
度
（
二
十
二
年
度
）
は
、
十
二
月
七
日
か

ら
四
日
間
、
台
湾
を
訪
問
し
ま
す
。
今
年
の
二
年

生
が
ど
ん
な
経
験
を
し
て
帰
っ
て
く
る
か
、
楽
し

み
で
す
。

総
会
に
多
彩
な
顔

　
七
月
十
一
日
、
神
田
・
学
士
会
館
で
開
い
た
総
会

に
一
三
〇
人
が
参
加
、
本
部
の
槙
田
会
長
、
河
村
・

三
輪
両
副
会
長
、
河
西
校
長
を
迎
え
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
W
杯
出
場
の
長
谷
部
誠
選
手
が
寄
せ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
、
静
岡
で
音
楽
活
動
を
続
け
る

チ
ェ
ロ
の
滝
口
洋
（
三
十
六
回
）、
ピ
ア
ノ
の
村
上
夢

子
（
七
十
回
）
お
二
人
の
演
奏
か
ら
始
ま
っ
た
。
ス

ク
リ
ー
ン
映
像「
東
高
の
今
」を
背
に「
同
窓
生
紹
介
」

は
今
春
卒
業
の
慶
応
大
生
・
渡
辺
光
里
さ
ん
（
八
十
三

回
、
野
球
部
女
子
部

員
）
と
志
太
中
開
校

の
年
生
ま
れ
の
最
年

長
・
成
岡
利
美
さ
ん

（
十
四
回
）
が
壇
上

へ
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
に
出
演
中
の

ダ
ン
サ
ー
松
浦
希
実

さ
ん
（
七
十
七
回
）、

平成22年3月卒業生　大学等合格者数
大学名
〈国立大学〉
北海道
東北
茨城
宇都宮
埼玉
千葉
東京海洋
お茶の水
電気通信
東京医科歯科
東京外語
東京学芸
東京工業
東京農工
横浜国立
新潟
富山
金沢
福井
山梨
信州
静岡
浜松医科
名古屋
名古屋工業
三重
滋賀
大阪
神戸
鳥取
山口
徳島
高知

5
8
1
2
3
3
1
1
5
1
3
1
2
4
3
1
1
1
2
4
2
47
3
11
2
2
1
6
1
2
1
1
2

合格者 大学名
福岡教育
長崎
鹿児島
〈公立大学〉
会津
高崎経済
首都大東京
神奈川県保健医療
都留文科
静岡文芸
静岡県立
愛知県立
名古屋市立
滋賀県立
大阪府立
兵庫県立
奈良県立
岡山県立
〈私立大学〉
国際医療福祉
獨協
目白
千葉工業
青山学院
学習院
北里
杏林
慶應
國學院
駒澤
駒澤女子
芝浦工業
順天堂
上智

1
1
1

1
3
4
1
1
30
19
1
1
1
1
1
1
1

1
6
1
3
10
1
4
2
4
3
2
1
28
1
1

合格者 大学名
昭和
昭和女子
昭和薬科
成蹊
成城
専修
大東文化
拓殖
玉川
多摩美術
中央
津田塾
帝京
東海
東京音楽
東京工科
東京女子
東京電気
東京農業
東京薬科
東京理科
東邦
東洋
二松学舎
日本
日本女子
日赤看護
日本体育
法政
星薬科
東京都市
明治
明治学院
明治薬科

1
2
2
1
3
18
1
1
1
1
15
2
2
6
1
2
3
3
20
3
27
1
1
1
20
3
1
1
26
1
14
34
10
3

合格者 大学名
立教
早稲田
神奈川
神奈川工科
関東学院
東京工芸
フェリス女子
静岡産業
静岡理工科
聖隷クリストファー
常葉学園
浜松
富士常葉
静岡英和学院
愛知
愛知医科
愛知学院
金城学院
椙山女学園
中京
豊田工業
名古屋外語
名古屋造形
南山
藤田保健衛生
名城
名古屋学芸
日赤豊田看護
京都外語
京都女子
京都造形芸術
京都薬科
同志社
同志社女子

17
11
9
2
1
4
2
5
6
9
31
1
4
3
1
1
7
2
1
1
1
4
1
6
1
4
1
1
2
2
1
1
6
1

合格者 大学名
立命館
龍谷
大阪学院
大阪芸術
大阪薬科
関西
関西医科
関西外語
近畿
摂南
関西学院
甲南女子
神戸女子
神戸薬科
〈短期大学〉
静岡県大短
常葉学園短

34
1
2
4
2
6
1
3
3
2
5
1
1
1

3
3

合格者

　
こ
の
貴
重
な
経
験
や
全
国
に
友
達
が
で
き
た
こ

と
を
普
段
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

高校総体　全国大会表彰式にて（メダル・賞状授与）

全国総文祭　会場にて　参加の本校生徒

西湖の船上

修
学
旅
行
は
い
ま

支

部

報

告

況

報

告

部

活

動

の

近

山岳部

新聞部

村
野
　
坦
（
三
十
一
回
）

関
東
支
部

　
中
京
支
部
は
、
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
三
県
で
構
成

し
て
お
り
、
愛
称
〝
藤
愛
会
（
と
う
あ
い
か
い
）〟。

　
二
年
に
一
度
、
総
会
・
懇
親
会
で
同
窓
会
員
の
親

睦
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
分
科
会
も
盛
ん
で
、
①
藤

愛
会
ゴ
ル
フ
会
（
春
・
秋
六
回
）、
②
藤
愛
会
飲
み
会

（
毎
月
一
回
）、③
旅
行
会
、④
趣
味
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
会
、

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
連
絡

く
だ
さ
い
。
大
歓
迎
で
す
。

　
前
回
の
総
会
、
親
睦
会
は
平
成
二
十
一
年
に
行
い
、

二
十
九
名
の
出
席
で
し
た
。

　
同
年
に
本
部
登
録
の
同
窓
生
数
は
二
八
九
名
で
、

不
在
で
戻
さ
れ
た
案
内
は
が
き
が
五
十
七
枚
に
及
び

ま
し
た
。
連
絡
の
つ
く
方
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
ま

す
。
中
京
支
部
は
若
い
人
達
の
出
席
も
期
待
し
て
、

①
日
曜
日
開
催
、
②
交
通
便
の
良
い
場
所
、
③
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
実
施
、
④
同
窓
会
長
・
学
校
長
に

来
て
頂
い
て
、
同
窓
生
や
在
校
生
の
活
躍
を
通
し
て

若
か
り
し
頃
に
思
い
を
馳
せ
る
、
等
の
盛
り
上
げ
の

工
夫
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
連
絡
が
つ
か
な
い
の

で
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
部
へ
転
居
届

け
を
出
し
て
頂
き
、
消
息
を
確
か
め
合
っ
て
、
来
年

の
中
京
支
部
総
会
・
懇
親
会
に
、
皆
様
揃
っ
て
の
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
漸
く
第
一
回
役
員
総
会
を
開
催
、
是
非
来
年

も
と
の
声
に
、
今
年
二
月
二
十
七
日
に
第
二
回
の
役

員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
役
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、
支
部
長
に
小
山
明
良（
三
十
六
回
）、
新

た
に
副
支
部
長
に
仲
山
寛
治（
四
十
三
回
）、
事
務
局

長
に
渡
辺
博
文（
五
十
六
回
）が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
来
賓
と
し
て
大
石
同
窓
会
副
会
長
、
学
校
長

の
出
席
を
い
た
だ
き
、
総
勢
六
十
名
の
参
加
者
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
村（
三
十
八
回
）藤
枝
市
長

に
は
市
政
報
告
と
し
て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
歩
一
歩
元
気
あ
る
藤
枝
市
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、
大
変
頼
も
し
く
感
じ
ま

し
た
。
今
後
、
三
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
本
部
の
総

会
に
合
わ
せ
て
、
藤
枝
支
部
の
総
会
を
開
催
す
る
こ

と
を
確
認
し
、
盛
会
裡
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
藤
枝
東
高
同
窓
会
島
田
支
部
は
平
成
十
九
年
四
月

に
発
足
し
、
本
年
で
三
年
目
を
迎
え
た
。
本
部
の
熱

意
と
他
支
部
の
情
熱
に
押
さ
れ
息
を
続
け
て
い
る
。

事
務
局
に
よ
る
と
、
全
員
で
千
数
百
名
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
宛
先
不
明
も
多
く
、
実
態
は
そ
の

半
数
程
度
か
？
支
部
総
会
な
ら
び
に
臨
時
総
会
を
各

一
回
開
い
て
い
る
が
、
規
約
の
制
度
か
ら
各
個
人
へ

の
連
絡
に
至
る
ま
で
、
支
部
の
事
務
局
の
方
々
に
大

変
ご
苦
労
を
お
か
け
し
て
い
る
。
懇
親
会
に
は
八
十

才
代
か
ら
二
十
才
代
に
い
た
る
多
く
の
方
々
の
参
加

を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
や
は
り
昔
を
懐
か
し
む
年

代
の
方
が
主
流
で
あ
る
。
飲
む
ほ
ど
に
、
酔
う
ほ
ど

に
母
校
に
対
す
る
思
い
は
募
る
と
い
う
次
第
。

　
少
子
化
が
進
む
に
つ
れ
高
校
生
の
数
も
減
っ
て
く

る
。
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
学
業
成
績
で
も
良
い
か
ら
特

長
の
あ
る
校
風
の
確
立
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
藤と
う
と
お
か
い

遠
会
（
浜
松
支
部
）
は
〔
志
太
中
・
藤と
う

枝
東
高

遠と
う

江
地
区
同
窓
会か
い
（
平
野
衛
・
二
十
七
回
創
立
）〕
の

も
と
三
十
六
年
継
続
、
現
在
、
山
城
睦
（
三
十
七
回
）

会
長
を
中
心
に
毎
年
十
月
を
総
会
開
催
月
と
し
て
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
は
第
三
十
七
回
目
を
迎

え
ま
す
。
登
録
会
員
は
九
十
名
余
で
、
例
年
、
十
八

回
生
か
ら
六
十
数
回
生
ま
で
幅
広
い
年
代
の
二
十
数

名
が
集
い
交
友
を
広
め
て
い
ま
す
。
十
月
一
日（
金
）・

ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
浜
松
で
開
催
し
ま
す
。
会

報
発
行
時
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
が
毎
年
同
じ
会
場

で
開
催
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
故
人
と
な
ら
れ
た
鈴
木
實
治
郎
先
輩
（
旧
姓
中
西
・

二
回
生
・
元
ス
ズ
キ
自
動
車
会
長
）
か
ら
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
母
校
の
校
旗
と
横
断
幕
を
毎
年
の
定
例

総
会
に
は
会
場
に
掲
揚
し
ま
す
。
こ
れ
は
出
席
さ
れ

る
皆
様
の
至
誠
一
貫
の
気
風
を
盛
り
あ
げ
ま
す
。

横
山
恵
一
郎（
二
十
九
回
）

小
山 

明
良
（
三
十
六
回
）

伊
藤
　
孝
（
三
十
三
回
）

大
塚 

義
郎
（
三
十
四
回
）

中
京
支
部

藤
枝
支
部

島
田
支
部

浜
松
支
部

　
こ
れ
ま
で
、
大
井
川
町
焼
津
市
と
も
、
各
々
行
政

の
流
れ
に
沿
っ
て
行
動
し
て
い
た
私
達
の
藤
枝
東
高

支
部
同
窓
会
も
、
両
支
部
有
志
の
方
々
が
相
集
ま
っ

て
四
月
か
ら
着
々
と
準
備
し
新
し
い
焼
津
支
部
規
約

も
作
成
し
、
去
る
七
月
二
十
四
日
、
本
部
同
窓
会
総

会
日
に
併
せ
て
大
井
川
支
部
、
焼
津
支
部
を
合
併
し

新
生
焼
津
支
部
と
し
て
の
発
足
総
会
を
、
焼
津
松
風

閣
で
開
催
、
皆
様
の
賛
同
を
得
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
リ
ー
ド
し
て
下
さ
っ
た

焼
津
支
部
大
石
支
部
長
、
大
井
川
支
部
伊
藤
支
部
長

が
そ
れ
ぞ
れ
顧
問
と
し
て
御
勇
退
さ
れ
、
私
、
永
田

が
新
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
藤

枝
東
高
の
将
来
の
た
め
何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
な

が
ら
支
部
の
運
営
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

永
田
　
實
治
（
二
十
八
回
）

焼
津
支
部

看
板
の
「
関
東
地
区
総
会
」
の
筆
を
と
っ
た
書
家
の

藁
科
孝
さ
ん
（
三
十
回
）
ら
が
続
い
た
。

　
参
院
選
投
開
票
や
W
杯
決
勝
戦
と
重
な
る
「
長
い

一
日
」、同
窓
の
一
体
感
に
浸
っ
た
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。 

＊同窓会事務局からのお願い＊
　事務局では会員の皆様の連絡先をデータベース化し、きちんと会報がお手元
に届くように努力しております。連絡先に変更のある場合は、下記まで御一報
ください。なお、公表その他目的外の使用は致しません。同窓会・同期会等の
集まりを開催の場合は、是非同窓会ホームページを御利用ください。

〈同窓会事務局〉
〒426-8577　藤枝市天王町 1-7-1　静岡県立藤枝東高等学校同窓会事務局
TEL 054-645-3527　　FAX 054-645-3529
メールアドレス：fh-dousoukai@cy.tnc.ne.jp
ホームページ：http://www.fujiedahigashi.jp/

（毎週月・水・金　午前中　事務員〔青島〕が在席しております。）
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